
青
森
県
の
中
央
に
位
置
す
る

陸
奥
湾
の
基
幹
産
業
は
ホ
タ
テ

養
殖
業
で
す
。
ホ
タ
テ
養
殖
は

水
温
な
ど
の
漁
場
環
境
の
影
響

を
強
く
受
け
る
た
め
、
そ
の
変

化
に
対
応
し
た
迅
速
な
管
理
が

必
要
で
す
。

そ
こ
で
青
森
県
で
は
１
９
７

４
年
に
、
陸
奥
湾
の
環
境
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
シ
ス

テ
ム
「
陸
奥
湾
海
況
自
動
観
測

シ
ス
テ
ム
（
ブ

イ
ロ
ボ
）」を
導

入
し
、
現
在
も
運
用
し
て
い
ま

す
。一

方
、
２
０
１
０
年
夏
季
に

異
常
高
水
温
に
よ
る
ホ
タ
テ
の

大
量
斃（
へ
い
）死
が
発
生
し
、

漁
業
者
か
ら
は
沿
岸
域
の
観
測

の
強
化
や
水
温
予
測
な
ど
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
当
研
究
所
は
、
漁
業

者
に
有
益
な
種
々
の
情
報
を
迅

速
に
提
供
す
る
た
め
に
、
県
内

の
観
測
ブ
イ
や
気
象
な
ど
の
デ

ー
タ
を
一
元
的
に
処
理
・
情
報

提
供
す
る
「
青
森
県
海
況
気
象

情
報
総
合
提
供
シ
ス
テ
ム
（
海

ナ
ビ
＠
あ
お
も
り
）」を
開
発
し

ま
し
た
。

海
ナ
ビ
は
Ｉ
Ｔ
業
者
な
ど
に

委
託
せ
ず
自
前
で
作
っ
た
自
主

開
発
シ
ス
テ
ム
で
す
。
全
体
の

構
想
・
設
計
か
ら
始
め
、
サ
ー

バ
ー
の
構
築
、
デ
ー
タ
を
処
理

す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作
成
ま
で
、

す
べ
て
の
作
業
を
研
究
所
職
員

が
行
い
ま
し
た
。

海
ナ
ビ
の
大
き
な
特
徴
は
、

仕
様
の
異
な
る
観
測
機
器
か
ら

得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の

デ
ー
タ
を
、
シ
ス
テ
ム
上
で
可

能
な
限
り
一
元
化
し
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
測
機
器
の

違
い
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、

青
森
県
内
の
自
動
観
測
デ
ー
タ

を
一
望
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
予
算
や
事
業
に
と
ら

わ
れ
ず
、
自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
で
き
る
自
主
開
発
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
漁
業

者
ら
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
水
温

予
測
情
報
、
大
量
斃
死
年
と
の

比
較
、
新
規
観
測
ブ
イ
の
追
加

な
ど
を
速
や
か
に
行
い
ま
し

た
。現

在
も
、
ブ
イ
ロ
ボ
以
外
の

機
器
の
平
年
値
作
成
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ア
プ
リ
化
、

水
温
予
測
期
間
の
拡
張
な
ど
の

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
進
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ほ
た
て
貝

部
で
開
発
し
た
波
浪
予
測
の
情

報
配
信
な
ど
、
社
会
実
装
手
段

と
し
て
も
海
ナ
ビ
が
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

海
ナ
ビ
は
青
森
県
の
海
に
関

す
る
総
合
的
な
情
報
サ
イ
ト
と

し
て
、
ブ
イ
な
ど
の
機
器
に
よ

る
観
測
情
報
を
は
じ
め
、
気
象

庁
の
気
象
情
報
、
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の

最
新
衛
星
「
し
き
さ
い
」
の
水

温
合
成
画
像
、
独
自
開
発
の
予

測
水
温
、
県
内
各
地
の
海
面
水

温
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

観
測
機
器
は
現
在
２１
基
あ
り

ま
す
が
、
当
研
究
所
だ
け
で
な

く
漁
業
団
体
、
自
治
体
、
県
内

の
他
研
究
機
関
な

ど
が
所
有
す
る
機

器
も
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
機

関
が
協
力
す
る
こ

と
で
実
現
し
た
全

観
測
値
を
一
望
で

き
る
「
最
新
デ
ー
タ
」（
図
）
は

海
ナ
ビ
で
最
も
ア
ク
セ
ス
数
が

多
い
ペ
ー
ジ
で
す
。

開
設
し
て
か
ら
約
５
年
間
、

ア
ク
セ
ス
数
は
年
々
増
加
し
、

モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
が
全
体
の

７
割
を
占
め
ま
す
。
海
ナ
ビ
は

パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
（
最
新
デ
ー
タ
の
み
）

で
誰
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
一
度
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
つ
づ
く
）

東
京
・
日
比
谷
で
１７
日
開

か
れ
た
Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ
�
１
グ
ラ

ン
プ
リ
で
Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連

（
國
分
豊
子
会
長
）
は
、
設

立
６０
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
全
国
各
地
の
女
性

部
員
が
開
発
し
た
加
工
品
を

販
売
す
る
直
売
会
「
マ
ル
シ

ェ
」
を
開
い
た
。
１
９
５
９

年
の
設
立
以
降
、
各
浜
の
最

前
線
で
活
躍
し
て
い
る
全
国

の
漁
協
女
性
部
は
、
魚
食
普

及
活
動
や
魚
料
理
の
研
究
・

開
発
も
精
力
的
に
行
っ
て
い

る
。
手
軽
で
お
い
し
く
、
価

値
あ
る
地
元
名
物
に
昇
華
さ

せ
た
加
工
品
が
並
ん
だ
。

（
１
面
参
照
）

Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
（
平
山

孝
文
会
長
）
は
ハ
マ
グ
リ
の

酒
蒸
し
、
焼
き
ホ
タ
テ
、
ツ

ブ
貝
の
ボ
イ
ル
の
貝
類
３
種

盛
り
を
販
売
し
、
Ｊ
Ｆ
福
島

漁
連
は
前
浜
の「
常
磐
も
の
」

を
代
表
す
る
ヒ
ラ
メ
を
か
ら

揚
げ
に
し
て
提
供
。
Ｊ
Ｆ
全

漁
連
は
来
年
３
月
の
開
始
を

予
定
す
る
水
産
加
工
品
通
販

サ
イ
ト
を
紹
介
し
た
。

高
校
生
も
す
ご
い
ん
で
す

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
水
産
・
海
洋
高
校
生
が
、
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し

た
。
福
島
県
立
い
わ
き
海
星

高
校
は
サ
ン
マ
の
ス
リ
身
を

味
付
け
し
、
ハ
ン
バ
ー
グ
状

に
し
て
焼
く
い
わ
き
市
の
郷

土
料
理
「
ポ
ー
ポ
ー
焼
き
」

を
若
い
人
に
も
っ
と
食
べ
て

も
ら
お
う
と
、
専
用
の
ト
マ

ト
ソ
ー
ス
を
作
り
、
ス
リ
身

の
中
に
チ
ー
ズ
を
入
れ
た

「
ポ
ー
ト
ッ
ク
」
を
開
発
し

た
。和
洋
折
衷
の
料
理
は「
ト

マ
ト
が
強
す
ぎ
る
と
、
サ
ン

マ
が
際
立
た
な
い
」
と
、
配

合
に
苦
心
し
た
と
い
う
。

兵
庫
県
立
香
住
高
校
と
長

崎
県
立
長
崎
鶴
洋
高
校
も
登

壇
し
た
。
両
校
と
も
地
元
に

水
揚
げ
さ
れ
る
低
利
用
魚
を

「
ど
う
や
っ
て
価
値
を
上
げ

る
か
」
考
え
、
行
動
に
移
し

て
い
る
。
学
科
だ
け
で
は
解

決
し
な
い
と
思
え
ば
、
諦
め

ず
に
校
内
の
別
の
学
科
、
あ

る
い
は
他
校
、
地
元
食
品
企

業
に
も
協
力
を
仰
い
で
研
究

し
て
お
り
、
製
品
化
を
視
野

に
入
れ
た
製
造
工
程
や
ラ
ベ

ル
作
成
も
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
。

北
海
道
日
本
海
沿
岸
漁
業

振
興
会
議
と
北
海
道
漁
連
の
代
表
者
１５
人
は
１３
日
、
農
林

水
産
省
を
訪
れ
、
「
北
海
道
日
本
海
沿
岸
漁
業
の
振
興
対

策
に
関
す
る
要
請
書
」
を
伊

東
良
孝
農
林
水
産
副
大
臣
に

手
渡
し
た
。

同
振
興
会
議
の
今
隆
運
営

委
員
長
は
北
海
道
の
資
源
問

題
や
海
獣
被
害
、
北
朝
鮮
木

造
船
の
脅
威
に
つ
い
て
説

明
。
要
望
書
で
は
�
漁
業
者

の
自
助
努
力
、
意
見
を
尊
重

し
た
適
切
な
資
源
管
理
の
実

施
�
小
型
魚
の
漁
獲
可
能
量

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
配
分
な
ど
を
含

め
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
獲
規
制

に
伴
う
支
援
�
海
獣
・
北
朝

鮮
木
造
船
の
対
策
�
な
ど
を

求
め
た
。

同
振
興
会
議
の
大
石
康
雄

運
営
副
委
員
長
は
冒
頭
、
ホ

ッ
ケ
に
つ
い
て
、
水
産
改
革

に
伴
っ
て
漁
獲
制
限
が
従
前

よ
り
厳
し
く
な
る
と
想
定
し

た
こ
と
か
ら
「
漁
業
者
は
自

主
的
に
資
源
管
理
を
行
っ
て

き
た
。
こ
の
努
力
を
尊
重
し

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

こ
れ
を
受
け
伊
東
副
大
臣

は
「
北
海
道
の
今
期
の
漁
獲

量
が
振
る
わ
な
い
中
、
漁
業

法
改
正
と
い
う
不
安
か
ら
、

一
部
誤
解
が
あ
る
と
思
う
」

と
回
答
。
「
漁
獲
制
限
を
設

け
る
こ
と
で
水
産
関
連
事
業

者
が
廃
業
す
る
と
い
う
話
に

は
な
ら
な
い
。
考
え
方
は
皆

さ
ん
と
同
じ
で
全
面
禁
漁
な

ど
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

要
請
終
了
後
、
今
委
員
長

は
「
伊
東
副
大
臣
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
沿
岸
漁
民
の
強
い
味

方
に
な
っ
て
が
ん
ば
る
と
力

強
い
返
答
が
得
ら
れ
た
」
と

語
り
、
手
応
え
を
感
じ
さ
せ

た
。

大
西
洋
ま
ぐ
ろ
類
保
存
国

際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）

第
２６
回
年
次
会
合
が
１８
日
か

ら
２５
日
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
の

パ
ル
マ
・
デ
・
マ
ヨ
ル
カ
で

開
か
れ
て
い
る
。
資
源
が
悪

化
し
て
い
る
メ
バ
チ
の
２
０

２
０
年
以
降
の
総
漁
獲
可
能

量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
や
国
別
漁
獲

割
当
量
を
含
む
資
源
管
理
措

置
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

る
。大

西
洋
の
メ
バ
チ
は
資
源

評
価
が
「
乱
獲
状
態
か
つ
過

剰
漁
獲
」（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

と
指
摘
さ
れ
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
削

減
と
ま
き
網
の
集
魚
装
置

（
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
）
規
制
な
ど
、

メ
バ
チ
小
型
魚
の
保
護
が
科

学
委
員
会
か
ら
勧
告
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
漁
獲
量
が
Ｔ

Ａ
Ｃ
を
超
過
し
て
お
り
、
資

源
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。昨

年
の
年
次
会
合
で
は
、

発
展
途
上
国
の
権
利
と
し
て

国
別
割
当
を
も
た
ず
漁
獲
を

増
や
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
が
自
国
の
漁

獲
削
減
に
反
対
す
る
な
ど
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
削
減
で
合
意
で
き
な

か
っ
た
。
ま
き
網
の
Ｆ
Ａ
Ｄ

ｓ
規
制
に
つ
い
て
も
、
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
ア
フ
リ
カ

諸
国
な
ど
ま
き
網
国
が
強
く

反
対
し
、
ギ
ニ
ア
湾
で
の
２

か
月
の
禁
漁
期
が
継
続
さ
れ

る
の
み
で
、
新
た
な
措
置
の

合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。
今

回
の
年
次
会
合
で
、
実
効
性

あ
る
新
た
な
措
置
に
合
意
で

き
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と
な

る
。ま

た
、
サ
メ
・
エ
イ
類
を

条
約
の
対
象
と
す
る
こ
と

や
、
台
湾
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
条
約
改
正
案
の
承
認
を
行

う
。

【
静
岡
】
は
ご
ろ
も
フ
ー

ズ
�
（
後
藤
佐
恵
子
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
０
年

３
月
期
第
２
・
四
半
期
連
結

決
算
を
発
表
し
た
。
売
上
高

は
４
２
２
億
９
４
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
３
・
０
％

増
）、営
業
利
益
１５
億
３
８
０

０
万
円
（
１７
・
９
％
増
）、経

常
利
益
１６
億
５
２
０
０
万
円

（
１２
・
０
％
増
）、四
半
期
純

利
益
１１
億
１
５
０
０
万
円

（
２７
・
３
％
増
）
の
増
収
増

益
だ
っ
た
。

ツ
ナ
製
品
の
販
売
が
伸
長

し
て
増
収
。
付
加
価
値
を
高

め
た
新
製
品
が
好
調
だ
っ
た

一
方
、
主
力
原
料
で
あ
る
マ

グ
ロ
、
カ
ツ
オ
の
価
格
が
比

較
的
、
安
定
し
て
推
移
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
営
業
利
益

は
大
幅
に
増
加
し
た
。

製
品
群
別
売
上
高
は
次
の

通
り
。

▽
家
庭
用
食
品
�
３
４
９

億
２
４
０
０
万
円
（
４
・
５

％
増
）
内
訳
�
ツ
ナ
�
２
０

１
億
７
４
０
０
万
円
（
７
・

８
％
増
）
�
デ
ザ
ー
ト
�
２７

億
２
３
０
０
万
円
（
１
・
２

％
減
）
�
パ
ス
タ
＆
ソ
ー
ス

�
４１
億
５
７
０
０
万
円
（
８

・
２
％
増
）
�
惣
菜
�
３７
億

７
０
０
万
円（
２
・
６
％
減
）

�
削
節
・
ノ
リ
・
ふ
り
か
け

類
�
２３
億
７
１
０
０
万
円

（
７
・
１
％
減
）
	
ギ
フ
ト

・
そ
の
他
食
品
�
１７
億
８
９

０
０
万
円
（
１
・
６
％
増
）

▽
業
務
用
食
品
�
６３
億
４

７
０
０
万
円（
３
・
２
％
減
）

▽
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
・
バ
イ
オ

ほ
か
�
７
億
８
２
０
０
万
円

（
９
・
９
％
減
）
▽
そ
の
他

�
２
億
３
９
０
０
万
円
（
１１

・
５
％
増
）。

家
庭
用
食
品
の
う
ち
、
ツ

ナ
は
カ
ツ
オ
製
品
や
油
を
使

用
し
な
い
「
オ
イ
ル
不
使
用

シ
ー
チ
キ
ン
」
の
販
売
が
好

調
。
パ
ス
タ
＆
ソ
ー
ス
で
は

前
年
、
製
品
回
収
の
影
響
で

減
少
し
た
マ
カ
ロ
ニ
類
の
販

売
が
回
復
し
、
主
力
の
結
束

ス
パ
ゲ
テ
ィ
が
好
調
だ
っ

た
。
削
節
・
ノ
リ
・
ふ
り
か

け
類
で
は
、
主
力
で
あ
る
花

カ
ツ
オ
製
品
の
販
売
機
会
の

減
少
が
響
い
た
。

【
焼
津
】「
第
４０
回
関
東
・

東
海
地
区
水
産
・
海
洋
高
等

学
校
生
徒
研
究
発
表
大
会
」

が
１３
日
、
焼
津
市
の
静
岡
県

立
焼
津
水
産
高
校
で
開
か
れ

た
。
出
場
１１
校
の
中
か
ら
、

栃
木
県
立
馬
頭
高
校
水
産
科

３
年
の
嶋


由
海
さ
ん
、
瀧

澤
大
倭
さ
ん
の
２
人
が
発
表

し
た
「
川
か
ら
町
を
Ｐ
Ｒ
」

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
１２

月
１３
日
に
山
口
県
長
門
市
で

開
催
さ
れ
る
第
２８
回
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。優

秀
校
２
校
に
、
焼
津
水

産
高
校
の
「
実
習
製
品
開
発

�
Ｔ
Ｈ
Ｅ
サ
バ
く
ん
�」と
愛

知
県
立
三
谷
水
産
高
校
の

「
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
ド
ロ
ー
ン
）
を

活
用
し
た
藻
場
調
査
の
取
り

組
み
」
が
選
ば
れ
た
。

発
表
は
１３
分
以
内
、
発
表

者
は
協
力
者
を
含
め
３
人
以

内
な
ど
の
ル
ー
ル
で
各
学
校

を
代
表
し
た
生
徒
が
研
究
発

表
を
競
っ
た
。
山
寺
佳
幸
東

京
都
立
大
島
海
洋
国
際
高
校

校
長
を
審
査
委
員
長
に
１０
校

の
校
長
が
審
査
員
を
務
め
、

発
表
の
内
容
や
仕
方
を
採
点

し
て
各
賞
を
決
め
た
。

最
優
秀
賞
の
「
川
か
ら
町

を
Ｐ
Ｒ
」
は
、
馬
頭
高
が
あ

る
那
珂
川
町
は
町
の
８
割
が

山
間
部
で
中
央
に
那
珂
川
が

流
れ
、
昔
か
ら
川
魚
漁
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
き
た
が
過
疎

化
が
進
み
同
漁
が
衰
退
。
そ

こ
で
川
を
舞
台
に
し
た
Ｐ
Ｒ

で
町
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
、
町
の
よ
さ
を
再
確
認
し

て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
標

に
取
り
組
ん
だ
、
那
珂
川
町

の
河
川
マ
ッ
プ
（
な
か
が
わ

リ
バ
ー
マ
ッ
プ
）
の
作
成
と

活
用
に
向
け
た
研
究
活
動
。

審
査
講
評
で
西
澤
美
彦
国

立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課

程
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発

部
教
育
課
程
調
査
官
兼
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
参

事
官
付
産
業
教
育
振
興
室
教

科
調
査
官
は
、
「
課
題
に
対

し
て
仮
説
を
立
て
、
手
法
を

考
え
て
実
験
を
行
い
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
中
で
傾
向

や
法
則
を
見
い
だ
し
て
、
ほ

か
の
人
が
行
っ
て
も
再
現
さ

れ
る
研
究
こ
そ
が
世
の
中
を

一
歩
進
め
る
研
究
で
、
分
か

ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
研
究
の
本
質
で
あ

る
。
皆
さ
ん
の
研
究
は
世
の

中
に
残
る
価
値
あ
る
も
の
が

多
々
あ
っ
た
」と
た
た
え
た
。

冒
頭
の
開
会
式
で
は
主
催

者
を
代
表
し
て
山
寺
佳
幸
全

国
水
産
高
等
学
校
長
協
会
関

東
・
東
海
地
区
長
が
、
「
１１

校
を
代
表
す
る
生
徒
の
皆
さ

ん
が
総
合
実
習
な
ど
で
共
通

の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
議

論
し
、
学
び
、
体
験
し
、
多

く
の
仲
間
た
ち
の
前
で
発
表

す
る
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
。
準
備
を
重
ね
、
助

け
合
い
、
努
力
し
た
こ
と
は

す
べ
て
皆
さ
ん
の
生
き
る
力

と
な
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

主
管
校
の
古
木
正
彦
焼
津

水
産
高
校
校
長
は
「
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
課
題
研

究
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
疑

問
点
の
解
決
、追
求
に
向
け
、

ま
と
め
て
い
く
力
が
大
切
で

あ
る
と
し
て
全
国
大
会
に
先

駆
け
、
東
海
地
区
大
会
が
取

り
組
み
を
始
め
た
」
と
伝
統

の
大
会
を
強
調
し
た
。

日
本
ア
ク
セ
ス
が
主
管
す

る
「
第
９
回
ア
ク
セ
ス
業
務

用
市
場
開
発
研
究
会
講
演

会
」
が
１３
日
、
東
京
・
品
川

の
同
社
で
開
か
れ
１
２
０
人

が
出
席
し
た
。
研
究
会
は
業

務
用
メ
ー
カ
ー
１
７
０
社

（
２
０
１
９
年
４
月
現
在
）

で
構
成
し
、
毎
年
会
員
向
け

に
講
演
会
を
開
い
て
い
る
。

冒
頭
、
開
会
あ
い
さ
つ
で

寺
田
直
行
カ
ゴ
メ
社
長
は

「
外
食
産
業
の
消
費
増
税
の

影
響
は
ま
だ
ら
模
様
。
内
食

は
ポ
イ
ン
ト
合
戦
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
デ
フ
レ
に
な
ら

な
い
か
懸
念
し
て
い
る
。
来

年
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
控
え
、
訪
日
外
国

人
に
よ
る
外
食
利
用
と
通
勤

対
策
の
（
職
場
以
外
で
仕
事

を
す
る
）
テ
レ
ワ
ー
ク
で
内

食
需
要
が
増
し
、
前
代
未
聞

の
内
外
合
わ
せ
た
需
要
が
高

ま
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

講
演
は
、
地
域
に
根
差
し

た
外
食
店
を
展
開
す
る
�
バ

ル
ニ
バ
ー
ビ
の
佐
藤
裕
久
社

長
が
「
外
食
産
業
と
地
域
振

興
�
そ
の
未
来
の
あ
り
方
」

と
題
し
講
演
。
佐
藤
社
長
は

こ
れ
ま
で
外
食
店
が
な
か
っ

た
エ
リ
ア
な
ど
に
積
極
的
に

出
店
し
、
地
域
な
ど
と
も
連

携
し
な
が
ら
新
た
な
需
要
を

掘
り
起
こ
す
自
身
の
外
食
展

開
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

し
た
。
佐
藤
社
長
は
「
高
度

成
長
期
は
需
要
に
応
じ
て
供

給
す
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
今

は
供
給
側
が
新
た
な
価
値
を

提
供
し
、
潜
在
的
な
需
要
を

生
み
出
す
こ
と
が
大
切
。
右

脳
を
使
い
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
研
ぎ
澄
ま
せ
ば
、
今
ま

で
な
か
っ
た
需
要
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し

た
。ま

た
最
近
で
は
「
健
康
食

に
つ
い
て
考
え
、
店
舗
展
開

も
始
め
て
い
る
。
『
安
い
』

と
『
お
い
し
い
』
は
リ
ン
ク

し
な
い
。
お
い
し
く
、
楽
し

く
食
べ
て
も
ら
え
る
外
食
店

を
展
開
し
た
い
。
食
品
メ
ー

カ
ー
に
も
ぜ
ひ
健
康
食
を
開

発
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

ま
た
日
本
惣
菜
協
会
の
清

水
誠
三
常
務
が
「
惣
菜
業
界

の
環
境
に
つ
い
て
」と
題
し
、

１９
年
惣
菜
白
書
を
も
と
に
惣

菜
市
場
の
現
状
な
ど
を
報

告
。
今
後
、
注
目
さ
れ
る
商

品
に
つ
い
て
清
水
常
務
は

「
健
康
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、

野
菜
が
多
い
、
減
塩
・
無
添

加
・
低
カ
ロ
リ
ー
が
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
っ
て
く
る
」
と
話

し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
竹
永
雅
彦

ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
社
長
は

「
中
食
需
要
が
大
き
く
伸
び
、

業
務
用
食
品
は
ま
だ
活
性
化

す
る
。
右
脳
の
使
い
方
で
食

の
つ
く
り
方
も
い
い
影
響
を

受
け
る
の
で
は
な
い
か
」
と

講
演
会
の
感
想
と
と
も
に
あ

い
さ
つ
し
た
。

�
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
（
三

枝
富
博
社
長
）
は
２８
日
、
西

武
新
宿
線
本
川
越
駅
前
に

「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
食
品

館
川
越
店
」（
埼
玉
県
川
越
市

新
富
町
）
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
す
る
。
１
９
６
７
年
か

ら
２
０
１
６
年
ま
で
営
業
し

て
い
た
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
川
越
店
」
跡
地
に
で
き
た

低
層
階
の
商
業
施
設
・
マ
ン

シ
ョ
ン
複
合
ビ
ル
の
１
〜
２

階
に
入
居
。「
簡
便
・
即
食
」

「
少
量
」
の
品
揃
え
を
強
化

し
、
単
身
や
働
く
人
々
の
中

食
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う
。

惣
菜
や
日
配
・
一
般
食
品

を
中
心
と
し
た
１
階
の
「
お

か
ず
デ
リ
カ
ゾ
ー
ン
」
の
寿

司
・
刺
身
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
は
、
同
社
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
（
Ｐ
Ｂ
）
の
「
セ

ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム

フ
レ
ッ

シ
ュ
」
に
新
た
に
加
え
た
、

長
崎
県
や
鹿
児
島
県
か
ら
チ

ル
ド
輸
送
の
養
殖
の
生
本
マ

グ
ロ
を
品
揃
え
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
同
社
と
し
て

初
め
て
、
寿
司
種
の
大
き
さ

は
変
え
ず
シ
ャ
リ
を
少
な
め

に
し
た
こ
と
を
表
す
「
ネ
タ

そ
の
ま
ま
シ
ャ
リ
少
な
め
」

シ
ー
ル
を
貼
る
運
用
を
試
み

る
。
複
数
の
魚
の
刺
身
を
一

枚
ず
つ
揃
え
た
「
一
切
れ
入

り
規
格
の
お
刺
身
」を
展
開
。

食
品
館
川
越
店
限
定
で
「
デ

カ
ッ
！
ネ
タ
盛
り
握
り
（
７

貫
）」を
販
売
す
る
。

売
場
面
積
は
１
〜
２
階
合

計
で
１
９
０
５
平
方
�
。
午

前
１０
時
〜
午
後
１０
時
。

プライドフィッシュ料理コンテスト受賞品（１面参照）
団体名
ＪＦやまがた
ＪＦ大島漁協（ＪＦ福井漁連）
ＪＦ岡山漁連
ＪＦ田子の浦漁協（ＪＦ静岡漁連）
ＪＦ宮崎漁連（ＪＦ南郷漁協 港の駅めいつ）
ＪＦあきた

国産魚ファストフィッシュ商品コンテスト受賞品（１面参照）
企業・団体名
（有）丸徳水産（長崎）
�石巻フーズ（宮城）
�えびせんべいの里（愛知）
（有）アルガマリーナ（千葉）
ＪＦ有川町漁協（長崎）

料理名
庄内浜産 おさしみ鮭とイクラ漬け丼
ふくいサーモンユッケ丼
岡山若のりとヒラの旨辛天丼
サクサク揚しらすそば富士山盛り
日南の郷土料理 イセエビの「ずし」（炊き込みご飯）
ハタハタの蒲焼丼

商品名
食べる磯焼け対策�そう介のメンチカツ
三陸産 塩ダレ鱈ガツ
えび姿
鯖燻アヒージョ －パスタ－
さんまとじゃがのトマトソース煮

グランプリ
準グランプリ
全水卸会長賞
大日本水産会会長賞
ＪＦ全漁連会長賞
審査員特別賞

グランプリ
準グランプリ
全水卸会長賞
大日本水産会会長賞
ＪＦ全漁連会長賞

２

道
日
本
海
沿
岸
漁
業
振
興
会
議
と
道
漁
連

Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
６０
周
年

関
東
・
東
海
地
区
水
産
・
海
洋
高
校
研
究
発
表
大
会

関連企画も大盛況

各グランプリ受賞品��

ホ
ッ
ケ
自
主
管
理
尊
重
を

記
念
事
業
で
マ
ル
シ
ェ
開
催

川から町をＰＲ が最優秀賞�川から町をＰＲ�が最優秀賞
栃木
県立馬頭高生が全国大会へ

伊
東
副
大
臣
に
要
望

２０１９（令和元）年１１月１９日（火曜日）

伊東副大臣（�から３人目）に要望書を手渡す
今委員長（�から５人目）ら

全国の女性部員が開発・販売している加工品を
一堂に集めた

資
源
悪
化
の
メ
バ
チ
管
理
焦
点

Fish-1
グランプリ
Fish-1
グランプリ

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｔ
Ａ
Ｃ
削
減
な
ど
議
論

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
表
彰
状
を
受
け
る

馬
頭
高
水
産
科
の
生
徒

焼
津
市
で
開
か
れ
た
関
東
・
東
海
地
区

水
産
・
海
洋
高
校
生
徒
研
究
発
表
大
会

地
域
に
根
差
し
た
外
食
店
で

ア
ク
セ
ス
業
務
用
市
場
開
発
研
究
会

バ
ル
ニ
バ
ー
ビ

佐
藤
社
長
が
講
演

青
森
産
技

８

編

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

水
産
総
合
研
究
所
漁
場
環
境
部
長

高

坂

祐

樹
氏

増
収
増
益
、ツ
ナ
販
売
伸
長

海
の
情
報
、デ
ー
タ
で
一
望

海
の
情
報
、デ
ー
タ
で
一
望

は
ご
ろ
も

フ
ー
ズ

原
料
魚
価
格
も
安
定

自
前
で
開
発
�
海
ナ
ビ
＠
あ
お
も
り�

２０
年
３
月
期

第
２
・
四
半
期
決
算

講演する佐藤社長

２８日、イトーヨーカドー
食品館川越店オープン
２８日、イトーヨーカドー
食品館川越店オープン
チルド流通の生本マグロ初登場

（第３種郵便物認可）


